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〈

論
文
要
旨

〉
　
イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
全

般
に

見
ら
れ

る

（

聖

者
）

廟
参

詣
は、

こ

れ

ま

で

専
ら

文
化
人

類
学
的

研
究
の

対
象
と
さ

れ
て

き

た
。

そ

れ

ら

　
は、

廟
参
詣
を

「

公
的
」

イ

ス

ラ

ー
ム

と

は

異
な
る

も

の

と

し

て

捉
え
、

一

般
信

者
に

よ

る

「

民
衆
的
」

行
為
と

し

て

語
る

こ

と

が

多
い

。

し
か

し

な

　
が

ら、

イ

ス

ラ
ー

ム

に

は
廟
参
詣
を
教
義
的
イ

ス

ラ

ー

ム

と

深
く
関
わ

る

も

の
と

し
て

捉
え
る

事
例
も
存
在
し
て

い

る
。

そ

の
一

例
と

し
て

本
論
が
採

　
り
あ
げ
る

の

が
、

十
ニ

イ
マ

ー
ム
・

シ

ー

ア

派
の

イ

マ

ー
ム

廟
参
詣
理
論
で

あ
る

。

同
派
の

イ

マ

ー
ム

廟
参

詣
は
、

単
な

る

墓
参

り
で

は

な

く、
「

原

　
初

的
過
去

か

ら
の

伝
統
の

継
承
」

で

あ
り、

「

イ

マ

ー

ム

性
の

原
理

の

確
認

行
為
」

で

あ

り
、

そ

こ

か

ら

得
ら

れ
る

報

酬
は
、

シ

ー

ア

派
信

者
と

し

て

　
の

義
務
を

果
た
し
た

結
果
得
ら

れ

る

正

当
な

権
利
と

理

解
さ

れ
て

い

る
。

同

派
の

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
は、

民
衆
に

よ

る

自
発

的
実
践
行
為
で

あ
る

と

同

　
時
に
、

「

イ

マ

ー

ム
」

に

関
わ

る

点
に

お

い

て、

知

識
人

側
か

ら

も

綿
密
な

理

論
化
を
受

け
た

も

の

で

あ
り、

正
式
な

イ
ス

ラ
ー

ム

の

信
仰
行
為
と

し

　
て

展
開
さ

れ

て

い

る

も

の

で

あ．
る

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
廟
参
詣

、

イ
マ

ー

ム

廟、

十
ニ

イ

マ

ー
ム
・

シ

ー

ア

派、

ナ
ジ

ャ

フ
、

カ

ル

バ

ラ

ー
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〔
1｝

＋
ニ

イ
マ

去
．

シ

ー

ア

派
で

は
、

歴
代
イ
マ

ー
ム
、

お

よ

び

そ
の

親
族
の

遺
体
や

遺
物
を

祀
っ

た

廟
へ

の

参
詣
、

ぞ
鋤
．

象
盛

ん

嚠

で

餮
廟
参
詣
は
、

そ
．
、

に

葬
ら

れ

て

い

る

故

途
追

讐
警
を

表
す
以

外
に

も

様
々

な

，

的
を

、
っ

て

行
わ

れ

る
．

同
派
の

胼

イ
マ

ー

ム

廟
の
一

つ

で

あ

る

イ

ラ
ン

の

マ

シ

ャ

ド

巡

礼
は

、

神
と

預
言

者
の
→

族
を
称
え

る

こ

と

か

ら

始

め

ら

れ
る

。

続
い

て

八

代
イ
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〔
3）

マ

ー

ム

に

隣
接
し

て

埋

葬
さ

れ
て

い

る

ア

ッ

バ

ー

ス

朝
五
代
カ

リ

フ
、

ハ

ー
ル

ー
ン

・

ラ

シ

ー

ド

＝

胃
O
コ

巴−
閃

霧
訂
α

（

α゜
。。

8
）

の

呪

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
跚

詛、

八

代
イ
マ

ー
ム

を

含
め

た

イ
マ

ー

ム

全
員
へ

の

敬
愛
と

忠
誠
の

表
明
が

あ
り

、

そ
の

後、

参
詣
者
自

身
と

家
族
の

た

め

の

個
人
的

な

祈
濤
と

祈
願

匿
翁

ー
憂
。

巨
が

行
わ

れ

る
・

イ
マ

ー
ム

廟
内
で

は
・

参
詣

者
が

・

自
ら
の

解
放
や

救
い
・

赦
・

を

求
め

麟

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　〔
4）

て

泣
く
姿
や

、

イ
マ

ー
ム

の

棺
を

囲
む

格
子
に

す
が

り

そ
こ

に

接
吻
す
る

行
為
等
が

し

ば
し

ば

目
撃
さ

れ

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
（
5）

　
イ

マ

ー
ム

廟
参
詣
を

含
め
、

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
で

は
い

わ
ゆ

る

廟
参
詣
が

盛
ん

に

行
わ

れ

て

い

る
。

ク
ル

ア

ー
ン

か

ら

導
き

出
さ

れ

る

イ

ス

ラ

ー
ム

的
世
界
観
で

は
、

人

間
を
平
等
と

し
、

た

と

え

預
言
者
ム
ハ

ン

マ

ド

に

対
し

て

で

あ
っ

て

も、

偶

像
崇
拝
に
つ

な

が

る

よ

う

な

必
要
以
上
の

特
別
視
を

許
さ

な
い

。

そ

の

た

め
、

死

者
の

墓
を

華
美
に

装
飾
し
、

何
ら

か

の

救
済
目
的
の

た
め

に

そ
こ

を

訪
れ

る

よ

う

な

行
為
と

し

て

の

廟
参

詣
は
、

常
に

「

イ

ス

ラ

ー
ム
」

と

い

う

枠
の

中
で

の

位

置
付
け

が

問
わ

れ
る

特
殊
な

テ

ー
マ

で

あ
っ

た
。

廟
参
詣
は

、

こ

れ

ま

で

専
ら
フ

ィ

ー
ル

ド

調
査
を

中
心
に

民
衆
の

具

体
的
な
実
践
面
か

ら

ア
プ
ロ

ー

チ
す

る
、

文

化
人
類

学
的
研

究
で

扱
わ

れ

て

き
た

。

そ

れ

ら

の

研
究
は

当
然
の

こ

と

な

が

ら
、

廟
参
詣
を

イ
ス

ラ

ー

ム

の

教
義
や
理

論
に

終
始
す

る

「

知
識
人

的
」

イ
ス

ラ

ー
ム

や
、

体

制
側
か

ら

の

押
し

付
け
で

あ

る

「

公
的
」

イ
ス

ラ

ー
ム

と

は

異
な

る

次
元
で

と

ら

え

る
こ

と

が

多
い

。

そ

し

て
、

廟
参

詣
を
一

般

信
者
の

生
活
に

よ

り

密
接
し

た

「

民

衆
的
」

行
為
と

し

て

語
る

。

そ

の

た

め
、

廟
参

詣
と

習
俗

的
〔

非
イ

ス

ラ

ー
ム

的）

伝
統
と

の

類
似

性
や

近
似
性
の

み

が

強
調
さ

れ

や

す
く

、

廟
参
詣

と

イ
ス

ラ

ー
ム

の

教
義
と

の

関
連
性
や

、

イ
ス

ラ

ー
ム

信
仰
内

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
6｝

部
で

の

位

置
付
け
に

関
し
て

は

明
確
な

回
答
を

出
せ

な

い

ま

ま

に

留
ま
っ

て

い

る
。

　
こ

の

よ

う
な

廟
参

詣
を
め

ぐ
る

研
究
の

偏
り

を

修
正

す
る

目
的
で
、

本
論
は

十
ニ

イ
マ

ー
ム
・

シ

ー

ア

派
の

廟
参
詣

が

も
つ

理

論
的

側
面
に

焦
点
を
あ
て

る
。

同
派
の

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
は
、

前
述
の

よ

う

な

民

衆
の

個
人

的
願
望
を

満
た

そ
う
と

す
る

自
発
的
行
為
で

あ

る

と

同
時
に

、

同
派
の

信
仰
の

軸
で

あ
る

「

イ
マ

ー
ム
」

に

関
わ

る

も
の

で

あ

る

こ

と

か

ら
、

「

知
識
人
」

に

よ

る

理

論
付
け
が

な

さ

N 工工
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十ニ ィマ
ー

ム ・シ
ー

ア廟参詣の 理論的側面

れ

た

正

式
な

信
仰
行
為
と

し
て

も

展
開
さ

れ

て

い

る
。

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
に

関
す

る

最
初
期
の

文
献
の

読
解

、

分
析
を

通
じ

、

同
派
の

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
の

理
論
的
側
面
に

焦
点
を

あ

て

る
こ

と

で
、

「

民

衆
的
」

実
践
行
為
と

し

て

の

廟

参
詣
が

、

「

知
識
人

的
」

イ
ス

ラ

ー

ム

と

も

密
接
に

関
わ

り
つ

つ

存
在
し

て

い

る
こ

と

を

示

そ

う

と

す
る

も

の

で

あ
る

。

廟
参
詣
に

対
す
る

諸
見
解

　

廟
参

詣
は

イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
全
般
に

広
く
み

ら

れ

る

慣
習
で

あ
る

に

も

関
わ

ら

ず、

そ

れ
に

対
す

る

知
識
人
た
ち

の

見
解
は

多
様
で

あ

る
。

一

極
に

は
、

廟
参
詣
を
偶
像
崇
拝
に

抵
触
す

る

行
為
と

し

て

徹
底
的
に

排
除
し

よ

う
と

す

る

立
場
が

存

在
し

て

い

る
。

西
暦
十

四

世
紀
シ

リ

ア

の
ハ

ン

バ

リ

ー

派
法
学
者

、

イ
ブ

ン

・

タ

イ

ミ

ー

ヤ

69
⊃

岳

巴
−

U
同

コ

〉
昼

日

巴
げ゚

→

錯
∋
昌
o
げ

（
畠

」

認
。。）

に

よ

る

参
詣

批
判
が

そ
の

例
と
い

え

る
。

イ
ブ
ン

・

タ

イ
ミ

ー

ヤ

は
、

神
と

信
者
の

間
に

執
り

成
し

や

仲
介
者
を

介
在
さ

せ

る
こ

と

を
、

神
の

唯
一

性
の

侵
害
と

み

な
し
、

偶
像
崇
拝
に

つ

な

が

る

危
険
な

行
為
と

考
え

た
。

そ

の

た

め
、

預
言
者
や

聖

者
の

も
つ

執
り
成
し

の

力
や

恩
寵

に

す

が

る

行
為
と

し

て

の

廟
参
詣
を
、

シ

ャ

リ

ー

ア

の

逸
脱、

ク
ル

ア

ー

ン

や

ス

ン

ナ

に

基
づ

か

な

い

後
代
の

付
加
物
（

ビ

ド

ア
）

と

　
　

　
　
　

　
　
　
つ

ご

し

て

退

け
た

の

で

あ
る

。

イ
ブ
ン

・

タ

イ

ミ

ー

ヤ

に

代
表
さ

れ
る

極
端
な

廟
参
詣
批
判
は

あ

く
ま

で

も

少

数
派
の

見
解
で

あ
り
、

一

般

大

衆
に

よ
る

参
詣
行
為
を

消
滅
さ

せ

る

に

は

至
っ

て

い

な
い

。

し

か

し
、

そ

の

考
え

方
は

イ
ス

ラ

ー

ム

の

「

刷

新
」

と

「

修
正
」

を

掲

げ
た

近

代
以

降
の

イ
ス

ラ

ー
ム

主
義
者
ら

の

思

想
に

も

多
大
な

影
響
を

与
え

た

と

い

わ

れ
て

い

る
。

　
イ

ブ

ン
・

タ

イ
ミ

ー

ヤ

や
ワ

ッ

ハ

ー
ブ

主
義
者
な

ど
、

極
端
に

廟
参
詣
を

排
除
す
る

立

場
と

は

異
な

り
、

預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド

廟
を

中
心
と

す
る

民
衆
の

廟
参
詣
に
一

定
の

理

解
を

示

す

立

場
も

存
在
し

て

い

る
。

イ
ブ
ン

・

タ

イ
ミ

ー

ヤ
の

時

代
で

は
、

イ
ブ
ン

・

タ

イ

ミ

ー

ヤ

の
意

見
を
否
定
し

た
、

ダ
マ

ス

カ

ス

の

シ

ャ

ー

フ

ィ

イ

ー

法

学
者

、

ス

ブ

キ

ー

→
p
臼

寧
∪
圃

コ

鎖一
あ

昌
酋
（
α゚

5
切

巴

が

そ

の

209 （425）
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お　

例
と

し

て

挙
げ

ら

れ

る
。

彼
は

預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
の

伝
承
を
根
拠
と

し

て
、

メ

ッ

カ

大
巡

礼
に

伴
う

メ

デ
ィ

ナ

の

預
言
者
廟
へ

の

参

詣
を

正

当
化
し

て

い

る
。

彼
の

主

張
に

よ

れ

ば
、

墓
参
行

為
の

目
的
は

、

第
］

に
、

「

死
」

と

「

来
世
」

を

確
認
す

る
こ

と

で

あ

り
、

第
二

に
、

死
者
の

た

め

に

祈
願
す

る
こ

と
で

あ
り

、

第
三

に
、

故
聖
者
の

傍
ら

に

い

る

こ

と

に

よ

り

恩
恵
に

あ
や

か

ろ

う
と

す

る
こ

と

で

あ
り

、

第
四

に
、

死
者
に

敬
意
を

表
す

る
こ

と

で

あ
る

。

そ

し
て
、

こ

れ
ら

全
て

の

目
的
は

合
法
な

も

の

で
、

預
言

者
の

時
代
か

ら

の

慣
行
に

基
づ
い

て

い

る

と

結
論
付
け

ら

れ
て

い

る
。

こ

の

よ

う
な

見
解
は

現
代
に

い

た

る

ま

で
、

ス

ン

ナ

派

四

法

学
派
に

お

け

る

多

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　ロ

数
派
の

意
見
と
い

え

る

も

の

で

あ

る
。

　

ス

ブ

キ

ー
か

ら

さ

ら

に
一

歩
進
み
、

よ

り

積
極
的
に

廟
参
詣
を

奨
励
す

る

主

張
を
展
開
し

て

い

る

の

が
、

十
ニ

イ
マ

ー
ム

・

シ

ー

ア

派
で

あ

る
。

同
派
の

信
仰
で

は
、

預
言
者
の

唯
一

正

統
な

後
継

者
で

あ

る

イ
マ

ー
ム

に

対
し

て

敬
愛
と

忠

誠
を

示

す
こ

と
が

義
務
と

さ

れ
て

い

る
。

そ

の

た

め
、

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣

は
、

シ

ー

ア

派
信

仰
の

核
に

関
わ

る

重
要
な
実
践
と

み

な

さ

れ

る

こ

と

に

な

る
。

同
派
の

神
学
的

、

法

学
的
思
想
が

体
系
的
に

整

備
さ

れ

た

西
暦
十
一

世

紀
ま

で

に

は
、

多
数
の

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣

に

関
す

る

著
作
や

記
述
が

執

筆
さ

れ
、

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
の

理

論
的
側
面
が

整
え

ら

れ

た
。

一

次
資
料

　

同
派
の

廟
参
詣
に

関
す
る

著
作
や

主

張
の

大
半
は
、

廟
参
詣

の

是

非
を

め

ぐ

る

神
学

的
論
争
や

法
学
的

議
論
を

意
図
し

た

も
の

で

は

な
い

。

多
く
は

、

イ

マ

ー
ム

廟
参
詣
を

行
う

同
派
の

信
者
向
け

に

執
筆
さ

れ

た

も

の

で

あ
る

。

具
体
的
に

は
、

参
詣
地
の

解
説
や

廟
参

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（
10）

詣
の

手
順

、

指
導

、

廟
参
詣
に

よ
っ

て

信
者
に

与
え

ら

れ

る

報
酬
や

功
徳
の

紹
介、

参

詣
の

際
の

特
別
な

祈
薦
文
N

ぞ

騨

讐
な
ど

が

記

録
さ

れ

て

い

る
。

従
っ

て
、

こ

れ

ら

の

文
献
は

ス

ン

ナ

派
に

お

け

る

大
巡

礼
の

書
と

同
じ

範
疇
に

入
る
も

の

で

あ

る
。
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具
体

的
な

資
料
は

、

以

下
の

も
の

を
利
用
し

た
。

　
ー

　

イ
ブ

ン

・

ク

ー
ラ

ワ

イ
ヒ

　

〉
σ
02
。

一・
O
鋤

陰

目”
H

暁

雷
叫

げ．

O
口

『
≦
餌

団
げ

巴・
O
¢

∋
B
同

〔
山・
ω
0
刈

−

。。

お

謡
−

。。｝

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　ハ
ユ

　
　
　

『

完
璧
な

ズ

ィ

ヤ

ー
ラ

　

寄
§
職

ミ
ー

N
營
鋤

ミ
邑

　
2
　
イ
ブ

ン
・

バ

！

バ

ワ

イ
ヒ

　
諺
げ
口

冒．
砂
「

窰

昌
9
∋
89
。

ユ

ぴ・

じd
鋤
σ
国

≦

鎚
げ

p一−
の
g
ヨ
ヨ剛
（

9
ω

。。

ミ
8
じ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ロね

　
　
　

『

リ
ダ
ー

に

関
す
る

主
要
伝
承
集
　
．

S
§

暮
蓴
ミ

ミ
肉
暁

魯
』

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　ロ
ヨ

　
3
　
同
著

者
『

講
義
録

　
諠

§
ミ
箇

い
壽

韃

ぎ

咎
譜
Q
』

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ね　

　
　
　

　
　
　

『

諸
行
為
の

報
酬
と

諸
行
為
の

罰
　

罫
ミ

蕁

ミー
職
ミ
ミ

ミ
尋
、

鷽

懃

ミ

軋
ミ

ミ
』

　
4
　
シ

ャ

イ
フ

．

ム

フ

ィ

ー

ド

　
竃
¢

ケ
餌

日
ヨ
餌

傷

す

2
二．
ヨ
91
昌

巴−
Qり

7
四

賓

ぽ
ず

巴−

寓
口
粘

己
（
ユ゚

自
ω

＞
ONb

。
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
ハ
めね

　
　
　

『

参
詣
地
の

書

　
映
爵
呼

ミー
ミ
毳

ミ
』

　
5
　
マ

ジ
ュ

リ

ス

ィ

ー

　］
≦
β
ケ
帥

ヨ
白
簿
α

bu
餌
ρ

貯

ζ
餌

誉
。゚

圃

（
α

］
一

お
＼

峯
り

 ）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
ハ
　　

　
　
　

『

諸
光
の

大
海

　
ヒロ
軌

ミ
丶

ミ，

§
ミ

ミ
』

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

か　

　
6
　
十
ニ

イ
マ

ー
ム

・

シ

ー

ア

派
四

大

法
学
伝
承
集

　
こ

れ

ら
の

文
献
は
、

十
二

代
イ
マ

ー
ム

の

ガ

イ
バ

以

降
に

執
筆
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

。

当
時
は

同
派
で

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
が
盛
ん

に

な
っ

た

時
代
で

も

あ

る
。

文
献
の

分
類
は

右
記
の

も
の

か

ら

順
に
、

参
詣
に

つ

い

て

の

単
独
書

、

イ
マ

ー

ム

の

伝
承

集
、

講

義
録

、

法

学
書、

参
詣
に

つ

い

て

の

単
独
書、

伝
承

集
、

法

学
伝

承
集
で

あ

る
。

執

筆

者
は

、

当
時
の

同
派
を

代
表

す
る

知
的
権
威
で

あ
り

イ

ス

ラ

ー
ム

法
専
門
家

た

ち

で

あ
る

。
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イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
に

関
す

る

特
徴
的
主
張

　
そ
の
一

　

参
詣
地
の

普
遍
的
価
値

　

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
に

関
す

る

主

張
で

は
、

三

代
イ

マ

ー

ム
、

フ

サ

イ
ン

の

殉
教
と

彼
の

殉
教
地
カ

ル

バ

ラ

ー

に

関
す

る

主

張
が

圧
倒

　

　
　
　
　

　
　

〔
聾

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
（
19）

的
多
数
を

占
め

て
い

る
。

フ

サ

イ

ン

廟
参
詣
は

同
派
で

は

義
務
行
為
に

数
え

ら

れ
、

最
優
先
さ

れ
る

べ

き

巡

礼
と

捉
え

ら

れ

て

い

る
。

フ

サ

イ
ン

廟
以

外
の

参
詣
に

つ

い

て

は
、

カ

ル

バ

ラ

ー

巡
礼
を

倣
っ

て

提
示

さ

れ
、

フ

サ

イ
ン

廟
参
詣
に

等
価
視

、

あ

る
い

は

集
約
さ

　

　
　
　
　

　〔
20】

れ
る
こ

と

が

多
い

。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　　
れロ

　
フ

サ

イ
ン

廟
参
詣
に

続
い

て

言
及
が

多
い

の

は
、

初
代
イ
マ

ー

ム
、

ア

リ

ー

廟

参
詣
で

あ

る
。

現
ナ

ジ
ャ

フ

を
含
む

ク

ー

フ

ァ

は
、

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
22）

メ
ッ

カ
、

メ

デ
ィ

ナ

に

次
ぐ

、

清
浄
な

「

神
の

土
地
」

と

み

な

さ

れ

て
い

る
。

　

同
派
の

廟
参
詣
は

、

そ

れ
が

イ
ス

ラ

ー
ム

の

枠
内
に

お

け
る

実
践
で

あ

る

限
り

に

お

い

て
、

メ
ッ

カ
、

メ

デ
ィ

ナ

巡
礼
に

基
礎
づ

け

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
へ
23）

ら
れ
て

い

る

こ

と

は

明
ら

か

で

あ
る

。

し

か

し
、

イ
マ

ー
ム

廟
中
心

の

同
派
の

参

詣
の

場
合、

カ

ル

バ

ラ

ー
と

ク
ー

フ

ァ

が

圧

倒
的

な

重

要
性
を
も

っ

て

お

り
、

両
参
詣
の

主

張
を

軸
に

同
派
の

参
詣
は

理

論
化
さ

れ

て

い

る

と

い

え
る

。

　

参
詣
に

関
す
る

議
論
で

は
、

い

く
つ

か

の

特
徴
的
な

主
張
が

み

ら

れ
る

。

第
一

に
、

イ
マ

ー
ム

廟
の

あ

る

土
地
は

、

イ
マ

ー
ム

の

殉

教
と

埋

葬
に

限
定
さ

れ

な
い

よ

り

普
遍

的
な

価
値
を

持
つ

と

い

う
主
張
で

あ

る
。

言
い

換
え
れ
ば
、

イ
マ

ー

ム

廟
が

建
立

さ

れ

た

土

地

は
、

イ
マ

ー
ム

埋

葬
以

前
か

ら

独

自
の

普
遍
的
価
値
と

聖

性
を

有
し

て
い

た

と

い

う
主

張
で

あ
る

。

　

カ

ル

バ

ラ

ー
は
、

カ

ア
バ

創
造

の

数
万
年
前
か

ら

既
に
、

恩

寵
の

宿
る

聖

域
と

決
め

ら

れ
て

い

た

土

地
と

い

わ

れ
る

。

そ
こ

は
、

預

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
〔
24）

言
者
や

使
徒
以
外
住
む

こ

と
の

な
い

天

国
の

最
上

の

住
処
の

よ

う
に

創
ら

れ

た

と

さ

れ

る
。

カ

ル

バ

ラ

ー
の

聖

性
は

、

フ

サ

イ
ン

の

血

が

流
さ

れ
、

そ

れ

を
カ

ル

バ

ラ

ー

の

土

が

吸
っ

て

初
め

て

顕
現

す
る

が
、

イ
マ

ー
ム

や
ム

ハ

ン

マ

ド

を

は

じ

め
、

ム

ハ

ン

マ

ド

以
前
の

（428〕 212
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〔
25）

預

言
者
や

天

使
た

ち

は
、

フ

サ

イ
ン

殉
教
以

前
か

ら

そ

の

こ

と

を

知
っ

て

い

た
。

そ

の

た

め
、

彼
ら

は

カ

ル

バ

ラ
ー

の

悲
劇
以
前
か

ら

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
26）

フ

サ

イ
ン

の

殉
教
を

嘆
き

、

フ

サ

イ
ン

の

墓
（

と
な

る

地
）

を
訪
れ

、

彼
の

た
め

に

祈
っ

て

い

た
と

主
張
さ

れ

る
。

さ

ら

に
、

フ

サ

イ

ン

殉
教
の

地
に

は
、

四

千
か

ら

七

万
の

天

使
が

派
遣
さ

れ
、

復
活

の

日

ま
で

墓
守
と

し

て

そ
こ

に

留
ま

る
。

他
に

も

多
数
の

天

使
が
昼

夜
間
わ

ず
天

上

界
か

ら
フ

サ

イ
ン

廟
へ

下
っ

て

く

る
。

シ

ャ

ア
バ

ー
ン

月
半
ば
に

は
、

神
の

許
可
を

得
て

、

ヌ

ー
フ
、

イ

ブ
ラ
ー

ヒ

ー

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
27〕

ム
、

ム

ー

サ

ー
、

イ

ー
サ

ー
、

ム

ハ

ン

マ

ド

を

含
め

た

数
万

の

預

言
者
が
、

天
上

か

ら

フ

サ

イ
ン

廟
を

訪
れ

る

の
で

あ
る

。

カ
ル

バ

ラ

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
28　

1
は

、

天
使
の

常
駐

す
る

場
で

あ
り

、

過
去
の

預
言
者
た

ち

が

訪
れ

る

場
と

し
て

普
遍
的
価
値
を

持
つ

。

　

ク

ー
フ

ァ

が

メ

ッ

カ
、

メ

デ
ィ

ナ

に

次
ぐ
神
の

土

地
と

み

な

さ

れ
る

所
以
は

、

ア

リ

ー
の

埋

葬
の

た

め

だ

け

で

は

な
い

。

ア

リ

ー
廟

の

土
地
は

、

ア

ー

ダ
ム

と

ヌ

ー

フ

の

墓
で

も

あ

り
、

（

現
ナ

ジ

ャ

フ

近
郊
の
）

サ
フ

ラ
・

モ

ス

ク

の

地
は

イ
ブ

ラ

ー
ヒ

ー
ム

の

家

の
あ

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　（
29＞

っ

た

場
所
で

あ
り

、

イ
ド

リ

ー

ス

の

家
の

あ
っ

た

場
所
で
あ

り
、

預
言
者
た

ち
の

肉
体
が

創
ら

れ

た

土
の

あ
っ

た

場
所
な

の

で

あ
る

。

ム

ハ

ン

マ

ド

も

礼
拝
の

た

め

に

天
使
ジ
ブ

ラ

ー

イ

ー
ル

に

引
き
連
れ
ら

れ
、

ク

ー
フ

ァ

の

モ

ス

ク

を

訪
れ

た
こ

と

が

あ
る

と

伝
え
ら
れ

る
。

ク

ー

フ

ァ

訪
問
は

、

「

先
人

た

る

父

祖
た

ち
を

訪
れ
る

こ

と

で

あ
り

、

預

言
者
の

封

印
で

あ
る
ム

ハ

ン

マ

ド

を

訪
れ

る
こ

と

で

あ

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
30）

り
、

（

預
言

者
の
）

相
続
人
の

長

で

あ
る

ア

リ

ー

を

訪
れ

る
」

行
為
と

な

る
。

ク

ー

フ

ァ

が

清
浄
な

神
の

土

地
で

あ

る

の

は
、

「

（

ム

ハ

ン

マ

ド
以
前
の
）

預

言
者

た

ち
と

そ
の

相
続
人
た

ち

の

墓
場
で

あ
り
、

預
言
者
た

ち
が

礼
拝
し

た

モ

ス

ク

の

あ

る
場

所
で

あ

り
、

神
の

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
31）

公
正

が

顕
現
す
る

場
で

あ

る
」

た

め

な
の

で

あ

る
。

　

カ

ル

バ

ラ

ー

や

ク

ー
フ

ァ

の

例
に

み

ら

れ

る

よ

う

に
、

イ
マ

ー
ム

廟
の

あ

る

場
所
は

過
去
の

預

言
者
た
ち

と

関
連
付
け

ら
れ

て

い

る
。

そ

の

よ

う
な

聖

な
る

土

地

で

イ
マ

ー
ム

は

殉
教
し

た
の

で

あ

り
、

そ

の

結
果

、

天

上

界

か

ら

多
数
の

訪
問
者
が

下
る

。

そ

の

土
地

の

普
遍
的
価
値
は

さ

ら
に

高
ま

る

の

で

あ
る

。

そ
こ

を

訪
れ

た

者
に

は
、

天
の

扉
が

開
か

れ
、

天
に

続
く

は
し

ご
が

か

け
ら

れ
、

そ
こ
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で

の
一

回
の

礼
拝
は

千
回
分
の

価

値
が

あ

る

と

み

な

さ

れ

る
。

　
イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
も

「

神
、

天
使

、

過

去
の

預

言
者
た

ち
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
〔
32）

こ

と

の

継
承
で

あ
り
、

普
遍
的
伝
統
と

理

解
さ

れ

て

い

る
。

そ

こ

は

天

国
の

楽
園
の
一

部
な

の

で

あ

る
。

ム
ハ

ン

マ

ド
、

ア
リ

ー
、

そ

の

他
の

イ
マ

ー
ム

た

ち
」

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
に

関
す

る

特
徴
的
主
張
　
そ

の

ニ

　
イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
の

包
括
性

が

行
っ

て

き

た

　

第
二

点
目
は

、

イ
マ

ー
ム

廟

参
詣
は

、

そ
こ

に

埋
葬
さ

れ

て

い

る

イ
マ

ー

ム
一

人
の

み

を

対
象
と
し

て

行
わ

れ
る

も
の

で

は

な
い

と

考
え
ら

れ
て

い

る

点
で

あ
る

。

こ

れ

は
、

前
述
し

た

参
詣
地
の

普
遍
的
価
値
の

主

張
に

つ

な

が
る

主
張
で

あ

る
。

以
下
の

七

代
イ
マ

ー

ム

の

伝
承
に

表
れ

て

い

る

よ

う
に

、

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
は

イ
マ

ー

ム

全

体
を

対
象
と

し
た

、

よ

り

包
括

的
な

も
の

と

み

な

さ

れ

て

い

る
。

　
　

我
々

の

最
初
の

者
（

イ
マ

ー

ム
）

を

訪
れ

た

者
は

、

我
々

の

最
後
の

者
を

も

訪
れ

た
こ

と

に

な

る
。

我
々

の

最
後
の

者
を

訪
れ

た

　
　

者
は
、

我
々

の

最
初
の

者
を

訪
れ

た
こ

と
に

な

る
。

我
々

の

最
初
の

者
の

仲
間
と

な
っ

た

者
は
、

我
々

の

最
後
の

者
の

仲

間
と

な

　
　

っ

た
こ

と

に

な

る
。

我
々

の

最
後
の

者
の

仲
間
と

な
っ

た

者
は

、

我
々

の

最
初
の

者
の

仲
間
と

な
っ

た

こ

と

に

な
る

。

我
々

の

い

　
　
ず

れ
か

に

よ
っ

て

願
い

が

か

な
っ

た

者
は

、

我
々

全
員
に

よ
っ

て

そ

れ

が

か

な
っ

た

の

で

あ

る
。

ア
ブ

ド
ル

・

ラ

フ

マ

ー
ン

よ
、

　
　
我
々

を
愛
せ

。

我
々

に

関
わ

る
こ

と

を
愛
せ

。

我
々

の

た

め

に

愛
せ

。

我
々

の

仲
聞
と

な

れ
。

我
々

を

仲
間
と

す
る

者
の

仲
間
と

　
　
な

れ
、

我
々

と

敵
対
す
る

者
の

敵
と

な
れ

。

我
々

に

対
す

る

反
抗
は

、

我
々

の

祖
父
で

あ

る

神
の

使
徒
に

対
す
る

反
抗
で

あ
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
お　

　
　
神
の

使
徒
に

反
抗
す

る

者
は

、

神
に

反
抗
す

る

者
で

あ

る
。

　
こ

の

考
え

方
は
、

イ
マ

ー
ム

の

墓
前
で

の

祈
禧
に

も

明

確
に

示
さ

れ
て

い

る
。

ア

リ

i
廟
参
詣
者
は
、

第
」

に
、

神
の

使
徒
に
、

続

（430｝ 214
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い

て

ア
リ

ー

に

対
し

て

平

安
を

祈
る

。

そ

の

後、

フ

ァ

ー

テ
ィ

マ
、

ハ

サ

ン
、

フ

サ

イ
ン

と

残
り

の

イ
マ

ー
ム

た
ち

、

過

去
の

預
言
者

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　（
34〕

と

使
徒
た

ち
、

天
使
た

ち
、

自
ら

を

含
む

正

し

き

神
の

下
僕
た
ち

の

そ

れ
ぞ

れ

に

対
し

て

平

安
を

祈
る

。

フ

サ

イ
ン

廟
で

も

同
様
で

あ

る
。

平
安
の

希
求
は

、

ム

ハ

ン

マ

ド
、

ア

リ

ー
、

ハ

サ
ン

と

フ

サ

イ
ン
、

そ

の

他
の

イ
マ

ー
ム

た

ち
、

フ

ァ

ー

テ
ィ

マ

の

そ

れ

ぞ

れ

に

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
35）

対
し

て

順
に

行
わ
れ

る
。

そ

の

後、

フ

サ

イ
ン

の

墓

を

守
る

天
使
た

ち
に

も

平

安
が

祈
ら

れ

る
。

ま

た
、

フ

サ

イ
ン

に

対
す

る

呼
び

か

け

も
、

「

ア

ー

ダ
ム

の

後
継
者

、

ヌ

ー
フ

の

後
継
者

、

イ
ブ

ラ

ー
ヒ

ー
ム

の

後

継
者

、

ム

ー

サ

ー
の

後
継
者、

イ
ー

サ

ー

の

後
継
者、

ム

ハ

ン

マ

ド

の

後
継
者、

ム
ハ

ン

マ

ド

の

相
続
人
（

ア

リ

i
）

の

後
継

者、

ハ

サ

ン

の

後
継

者
」

の

よ

う
に

行
わ

れ
、

フ

サ

イ
ン

の

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
〔
36）

「

神
の

証
し
」

と

し

て

の

系
譜
が

明
確
に

な

る

よ

う

配
慮
さ

れ
て

い

る
。

　
一

人
の

イ
マ

ー
ム

に

対
す
る

信
仰
は

、

十
二

人
の

イ
マ

ー

ム

全

員
に

対
す

る

信
仰
を
包

括
し

て

い

る
。

ま

た
、

イ
マ

ー

ム

は
、

イ
マ

ー
ム

↓

預

言
者
↓
神
へ

と

つ

な
が

る

正

統
な

「

神
の

証
し
」

の

系
譜
の

中
に

位
置
付
け

ら
れ

る

存

在
と

捉
え
ら

れ
て

い

る
。

同
じ

「

神

の

証
し

」

へ

の

参
詣
と
い

う
意
味
で

、

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
は

メ

デ
ィ

ナ

へ

の

預
言
者
廟
参

詣
と

等
し
い

（

あ
る

い

は

そ

れ

以
上

の
）

価

値
の

あ

る

も
の

と
み

な
さ

れ

る
こ

と

に

な
る

。

そ
し

て
、

そ

れ
ら

の

「

神
の

証
し

」

へ

の

参
詣
は
、

最

終
的
に

神
の

玉

座
へ

の

神
の

訪

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
れ　

問
へ

と
つ

な

げ
ら
れ

て

考
え

ら

れ

て
い

る
。

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
に

関
す

る

特
徴
的
主
張

　
そ
の

三

　
「

嘆
き
」

の

奨
励
と

呪
詛

　

第
三

の

特
徴
は
、

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
に

お

け
る

「

嘆
き

」

の

正

当
化
と

、

イ
マ

ー

ム

の

敵
の

呪

詛
の

主

張
で

あ
る

。

フ

サ

イ
ン

廟
参

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　（
38〕

詣
者
は
、

「

悲
し

み

に

打
ち

ひ

し
が

れ
、

髪
を

振
り

乱
し

、

渇
き

に

耐
え

な
が

ら
」

カ

ル

バ

ラ

ー

に

向
か

う
こ

と

を

要
求
さ

れ

る
。

フ

サ

イ
ン

の

墓
参
を

最
初
に

始
め
、

同
派
の

参
詣
者
の

模
範
と

さ

れ

て
い

る

四

代
イ
マ

ー
ム

、

ア

リ

ー
・

ザ
イ

ヌ

ル

ア

ー

ビ

デ

ィ

ー

ン

215 （431）
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｛
39〕

は
、

ア

ー

ダ
ム

、

ヤ

ア

ク

ー

ブ
、

ユ

ー
ス

フ
、

フ

ァ

ー

テ

ィ

マ

に

続
く

、

「

五

人

目
の

泣
く

者
」

と

言
わ

れ
て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蜀

　

イ
マ

ー

ム

の

死
に

対
す
る

「

嘆
き
」

は
、

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
時
に

限
定
さ

れ

る
も

の

で

は

な

く、

信
者
は

常
に

イ
マ

ー
ム

の

死
に

対

し

涙

す

る

こ

と

が

案
さ

れ

る
・

食
事
の

度
に

涙
し

た

四

代
イ

了
ム

や
・

水
を
飲
む

度
に

泣
い

た
亠

ハ

代
イ
マ

ー
ム

を

倣
い

・

イ
マ

ー

幽

ム

の

死

を

連
想
さ

せ

る

も

の

や

行
為
に

触
れ

た

際
に

涙
す
る

こ

と

は
、

十
ニ

イ
マ

ー

ム

・

シ

ー

ア

派
で

は

善
行
と

し

て

奨
励
さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

「

フ

サ

イ
ン

・

イ
ブ

ン

・

ア

リ
ー
に

つ

い

て

詠
じ
、

五

十

名
泣
か

せ

た

者
に

は

天

国
が

約
束
さ

れ

る
。

フ

サ

イ

ン

に

つ

い

て

の

詩
を
詠
み
、

三

十
名
泣
か

せ

た

者
に

も

天

国
が
約
束
さ

れ
る

。

フ

サ

イ
ン

に

つ

い

て

詠
じ
、

二

十
名
泣
か

せ

た

者
に

も

天
国
が

約
束
さ

れ
る

。

フ

サ

イ
ン

に

つ

い

て

詠
じ
、

十
名
泣

か

せ

た

者
に

も
天
国
が

約
束
さ

れ

る
。

フ

サ

イ
ン

に
つ

い

て

詠

じ
、

一

人

泣
か

せ

た

者
に

も

天
国
が

約
束
さ

れ

る
。

フ

サ

イ
ン

に

つ

い

て

詠
じ

、

自
ら

泣
く

者
に

も
天
国
が

約
束
さ

れ

る
。

フ

サ

イ
ン

に

つ

い

て

詠
じ
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　
（
40）

泣
き

続
け
る

者
に

も

天

国
が

約
束
さ

れ

る
。

」

と

い

わ

れ

る

よ

う
に

、

イ
マ

ー
ム

の

非
業
な

死
を
想
起
さ

せ

る

語
り

や

朗

唱
な

ど

に

よ

っ

て

他
者
を

泣
か

せ

る

行
為
さ

え

も

善
行
と

み

な

さ

れ
る

。

　

イ
マ

ー
ム

の

死
に

対
す

る

「

嘆
き
」

の

中
で

も
、

廟
参
詣
に

お

け

る

「

嘆
き

」

に

は

特
別
の

機
能
が

付
さ

れ
て

い

る
。

フ

サ

イ
ン

の

死
に

対
し

て

は
、

「

神
の

証
し

」

を

は

じ

め

と

す
る

天

地
の

万
物
が

涙
し

た
と

考
え

ら

れ
て

い

る

が
、

廟
参
詣
に

お

い

て

重
要
と

な
る

の

は
、

天
使
の

嘆
き
で

あ
る

。

イ
マ

ー
ム

廟
に

は

墓
守
の

天

使
た

ち

が

常
駐
し

、

常
に

涙
を

流

し

て
い

る
。

廟
参
詣
は

、

こ

の

天

使
た

ち

の

眼
前
で

イ
マ

ー
ム

の

た
め

に

涙
す

る
こ

と

を

意
味
す

る
。

天

使
た

ち

は
、

参
詣

者
の

嘆
く
姿
を

目
撃
し

た

結
果、

「

彼
が

過

ち
を

犯
し

て

も

彼
の

た

め

に

善
行
を
倍
に

し
て

く
だ
さ

る
。

そ

し

て

そ

の

善
行
は
、

彼
に

天

国
が

確

実
と
な

る
ま

で

倍
化
し

続
け
る

。

そ
れ

か

ら

天

使
た
ち

は

彼
を
囲
み

、

彼
を

清
め

る
。

す
る

と

ム
ハ

ン

マ

ド

が

彼
ら
に

叫
ぶ

。

『

神
の

も

と

に

来
た

者
た

ち

よ
、

天
国
で

私
と

寄
り

添
う
こ

と

を
喜
べ
』

。

次
に

信
徒
た

ち

の

長
ア

リ

ー
が

彼
ら
に

叫
ぶ

。

『

私
は

現
世
と

来
世

に

お

け

る
お

前
た

ち

の

願
い

に

責
任
を

N 工工
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むね

持
ち

、

お

前
た

ち

を

試
練
か

ら

解
き

放
つ
』

。

そ

し

て

（

天

使
た

ち

は
）

彼
が

同
じ

住
人

と

な

る

ま
で

彼
を
左

右
か

ら

取
り

囲
む

。

」

　
イ
マ

ー

ム

廟
参
詣

者
は

、

墓

守
の

天
使
た

ち

と

「

嘆
き
」

を
共

有
す

る

こ

と

に

よ

り
、

彼

ら

の

仲
間

寧
ω

冨．

魯
と

な

る
。

そ

の

結

果
、

復
活

の

日
に

は
こ

の

天

使
た

ち

に

付
き

添
わ

れ
、

彼
ら

が

証
人
と

な

り
、

審

判
を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る
。

そ
し

て

真
の

「

天

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

（
42）

国
」

を

獲

得
す

る
こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る
。

ス

ン

ナ

派
で

は

忌

避
さ

れ

る

墓
場
で

の

「

嘆
き

」

も
、

十
ニ

イ

マ

ー

ム
・

シ

ー
ア

派
で

は
、

不
当

に

殺
害
さ

れ

殉

教
し

た

イ
マ

ー
ム

の

死
を

嘆
き

悲
し

む

者
た

ち

の

仲
間
と

な

る

た
め

の

条
件

、

仲
間
と
な

る

意

思
表
明
と

考

え

ら

れ
、

奨
励
さ

れ

る
。

　
さ

ら

に
、

イ
マ

ー
ム

の

死
を

嘆
く
こ

と

と

表

裏
一

体
の

行
為
と

し

て
、

廟
参
詣
で

は

イ
マ

ー
ム

の

殺
害

者
に

対
す

る

呪

詛
が

要
求
さ

れ

る
。

　

イ
マ

ー

ム

の

墓
前
で

の

祈
薦
は
、

「

神
の

証
し
」

と

天
使
た

ち

へ

の

挨
拶
に

始
ま

り
、

故
人

の

イ
マ

ー

ム

性
が

完
璧
で

あ
っ

た

こ

と

の

証
言
に

続
き

、

イ
マ

ー
ム

の

敵
へ

の

呪
詛
が

行
わ
れ

る
。

イ
マ

ー
ム

の

敵
と

し

て

呪
詛
さ

れ

る

の

は
、

「

イ
マ

ー

ム

と

敵
対

し
、

イ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　ロ
ね　

マ

ー
ム

性
を

否

定
し

、

共
謀
し

て

イ
マ

ー
ム

に

反
抗
し
、

結
果

的
に

イ
マ

ー
ム

を

殺
害
し
、

イ
マ

ー
ム

を

避
け

、

見

捨
て

た

ウ

ン

マ
」

で

あ
る

。

彼
ら

の

呪

詛
に

続
き

、

こ

れ

ら
の

敵
か

ら

の

離
別
げ

贄
魁

を

証
言
す

る
。

　

イ
マ

ー

ム

廟

参
詣
は

、

涙
す
る
こ

と

で

亡

き

イ
マ

ー
ム

と
、

イ
マ

ー

ム

を

包
括

す
る

「

神
の

証
し

」

全

体
に

対

す
る

忠
誠
を

表

現

し
、

天

使
た

ち

の

仲
間
と

な

る

行
為
で

あ

る
と

同
時
に

、

イ
マ

ー

ム

の

敵
対
者
と

の

決
別
の

宣
言
の

場
で

あ

る
。

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
の

目
的

文
化
人
類
学

的
研
究
で

は
、

廟
参
詣
は

何
ら

か

の

祈
願
の

成
就
と

現

実
的
利
益
の

獲
得
と

結
び

付
け
ら

れ
て

捉
え

ら

れ

る

場

合
が

多
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い
。

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
に

関
す

る

文
献
に

も

様
々

な

現
世
利
益
に

つ

い

て

記
録
さ

れ
て

お

り、

そ

れ

ら
が

参
詣

者
の

実
質
的
な

参
詣
目

的
と

な

る
こ

と

が

容
易
に

想
像
さ

れ
る

。

カ

ル

バ

ラ

ー

の

土
に

付
与
さ

れ

た

薬
効
は

、

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
に

伴
う

現
実
的
利
益
の

代
表

的
な

例
と
い

え

る
。

殉

教
し

た

イ
マ

ー
ム

の

血
を

吸
っ

た

カ
ル

バ

ラ

ー

の

土

に

は
、

特
別
の

病
気
治
癒
力
が

あ
る

と

み

な

さ

れ
、

あ
ら

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
き

ゆ

る

病
に

効
く

万

能
薬
と

考
え

ら

れ
て

い

る
。

そ
の

他
に

も
イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
に

は
、

子
授
け
、

な

く
し

物
の

発
見、

奴
隷
身
分
か

ら

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
き

の

解
放

、

病
気
治
癒

、

除
災

、

安
全、

金
銭
的
開
運

、

親
子

再
会、

延
命
な

ど

様
々

な

現
世
利
益

が

伴
う

。

し

か

し
、

廟
参
詣
理
論
で

は
、

こ

の

よ

う
な

現
世

利
益
は
、

参
詣
者
に

与
え
ら

れ

る

報
酬
の
一

部
に

す

ぎ
な

い

と

さ

れ

る
。

む

し

ろ
、

参
詣
の

本
来
の

目
的
は

そ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ゆ　

れ

以
外
の

来
世
的

報
酬
の

獲
得
に

あ
る

と

主
張
さ

れ

る

場

合
が

多
い

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　　
り　

　

同
派
の

主
張
に

よ

る

と
、

イ
マ

ー

ム

は
、

仲
間
と

の

間
に

墓

参
の

契
約
を

取
り

交
わ

し

た

と
い

わ

れ

て

い

る
。

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
が

シ

ー

ア

派
信
者
の

義
務
と

み

な

さ

れ

る

の

は
、

こ

の

イ
マ

ー
ム

と
の

契

約
を

前
提
と

し

て

い

る

た

め

で

あ
る

。

信
者
が

そ
の

約
束
を

果

た

す

と
、

イ
マ

ー
ム

は

公
正

な

存
在
で

あ
る

限
り
、

必
ず
そ

の

行
為
に

報
い

る

と

考
え
ら

れ
て

い

る
。

参
詣
者
が

イ
マ

ー
ム

を

通
じ

て

様
々

な

現
世
的

、

来
世
的
報
酬
を

求
め

る

こ

と

は
、

義
務
を
遂
行
し

た

結
果
要
求
し

う

る

当
然
の

権
利
と

受
け

止
め

ら

れ
て

い

る
の

で

　（
48＞

あ
る

。

　

参
詣
遂

行
に

よ

り

期

待
さ

れ

る

来
世
的
報
酬
の

最
大
の

も

の

は
、

イ
マ

ー

ム

を
は

じ

め

と

す

る
、

預

言
者
や

天

使
た

ち

に

よ

る

復
活

の

日
に

お

け
る

「

執
り

成
し

　
旨
帥

賦、

咢
」

で

あ
る

。

廟
参
詣

者
は
、

イ
マ

ー

ム

の

も

と

を

訪
れ

、

彼
ら

の

死

を

悼
み
、

敵
を

呪
詛
す

る

こ

と

で

シ

ー

ア

派
信
者
と

し
て

の

立

場
を

明
確
に

す
る

。

そ

の

報
酬
と

し

て
、

参
詣
者
は

復
活
の

日
、

三

箇
所
（

帳
簿
が

開
か

れ
る

時、

橋
の

上
、

秤
に

か

け
ら

れ
る

時
）

で

彼
ら

か

ら

の

執
り

成
し

を

期
待
す

る
こ

と

が

で

き
、

審
判
の

際
の

恐
怖
が

軽
減
さ

れ

麺
。

参

詣
書
に

は
、

参
詣
者
に

与
え
ら

れ

る

「

執
り

成
し

」

が
、

具
体
的
な

イ
マ

ー
ム

の

言
葉
と

し

て

明
示
さ

れ
て

い

る
。
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十 ニ イ マ
ー

ム ・シ
ー

ア 廟参 詣 の 理 論的側 1自1

　

　

ア

ブ

ー
・

ア

ブ

ド
ッ

ラ

ー
、

フ

サ

イ
ン

・

イ
ブ

ン

・

ア

リ

ー

の

墓
を

訪
れ

た

者
た

ち

を

御
赦
し

下
さ

い
。

彼
ら

は

我
々

を

称
え
た

　

　

い

が

た

め

に

財

産
を

使
い

、

身
体
を

動
か

し

ま

し

た
。

あ

な

た
の

も
と

に

い

る

時、

我
々

と

結
ば
れ

て

い

た
い

と

願
い

、

あ

な

た

　

　

の

預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
に

対
し

喜
び
を

感
じ

、

我
々

の

命
に

も

応
え

、

我
々

の

敵
に

対
し
て

怒
り

ま

し

た
。

彼
ら

は

そ

の

こ

と

に

　

　

よ
っ

て

あ

な

た

の

満

足
を

得
た
い

の

で

す
。

彼
ら

を

満
足
さ

せ

て

下
さ

い
。

昼

夜、

彼
ら

を

お

守
り

下
さ

い
。

彼
ら

の

故
郷
の

　

　

者
、

子

孫

を

報
い

て

下
さ

い
。

彼
ら

は

最
も

良
い

者
を

後
に

残
し

て
い

ま

す
。

彼
ら

を

見

守
り

下
さ

い
。

彼
ら

を

あ

ら

ゆ

る

頑
迷

　

　

な

抑
圧

者
、

生

ま
れ
つ

い

て

の

弱
虫

、

強
者
ら
の

悪
か

ら

遠
ざ
け

て

下
さ

い
。

悪
魔
に

よ

る
人

と

ジ
ン

か

ら
の

悪
か

ら

遠
ざ
け
て

　

　

下
さ

い
。

そ

し

て
、

彼
ら

が

故

郷
を

離
れ
た

地
（

参
詣
地
）

で

あ
な
た

に

望
む

と

こ

ろ

の

最
上

の

も

の

を

お

与
え

下
さ

い
。

そ
し

　

　

て
、

彼
ら

の

息
子
た

ち
と

彼
ら

自
身

、

故
郷
の

者
、

親
戚
に

も
良
い

影

響
を
お

与
え

下
さ

い
。

神
よ
、

我
々

の

敵
は

彼
ら

が

（

参

　

　

詣
に
）

旅
立
つ

こ

と

を
非
難
し
て

い

ま

し
た

が
、

そ
の

よ

う

な
こ

と

は
、

彼
ら

が

旅
立
ち

、

我
々

の

も

と

に

来
る

障

害
と

は

な

り

　

　

ま
せ

ん

で

し
た

。

日
に

焼
け
た
こ

の

人
々

の

顔
に

慈
悲
を
垂

れ
た

ま
え

。

ア

ブ

ー
・

ア
ブ

ド
ッ

ラ

ー
、

フ

サ
イ
ン

の

墓
に

向
け
ら

　

　

れ
る

こ

の

人
々

の

頬
に

慈
悲
を

垂
れ
た

ま
え

。

我
々

を

哀
れ

み
、

涙
を

流
す
こ

の

人
々

の

目
に

慈
悲
を

垂

れ
た

ま

え
。

我
々

の

た

　

　

め

に

心

配

し
、

痛
ん

だ
こ

の

者
た

ち

の

心
に

慈
悲
を

垂

れ

た

ま

え
。

こ

の

者
た

ち

の

我
々

に

対
す

る

願
い

に

慈

悲
を
垂

れ

た

ま

　

　

え
。

神
よ

、

渇
き
の

日
（

復
活
の

日）
、

泉
に

お

い

て

あ
な
た

が

彼
ら

の

渇
き

を

癒
す

ま

で
、

私
は

こ

の

者
た

ち

の

魂
と

肉

体
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
50）

　

　

上

に

あ
な

た

の

守
護
を

求
め

ま

す
。

　

来
世
的
報
酬
の

二

つ

目
は

、

罪
の

浄
化
で

あ
る

。

天
国
の
一

部
と

み

な
さ

れ

る

聖
地
を

訪
れ
、

そ
こ

で

預
言
者
や

天
使
た

ち

の

仲
間

と

な
っ

た

こ

と

で
、

全
て

の

罪
か

ら

清
め

ら

れ
た

状
態
（
天

国
の

住
人

と

し

て

の

資
質
）

が

得
ら

れ

る

と

考
え

ら

れ

る
の

で

あ

る
。

廟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
（
訊）

参
詣
か

ら

は

罪
に

汚
れ

て

い

な
い

「

生

ま

れ

た

時
と

同
じ

状
態
」

で

帰
還
す

る

こ

と

が

で

き

る
。
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信
者
を
参
詣
に

誘

う

直
接
の

契
機
と

な

る
こ

の

よ

う
な

報
酬
が

謳
わ

れ

る
一

方
で

、

廟
参
詣
に

は
、

十
ニ

イ
マ

ー

ム
・

シ

ー

ア

派
の

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
脚

派
と

し

て

の

存
続
や

そ

の

あ

り

方
を

模
索
す

る

「

知
識
人
」

の

立

場
を

反
映
し

た

信
仰
上

の

機
能
も
付
与
さ

れ

て

い

る
。

箜
に

・

鏖
詣

は

「

神
へ

の

近
づ

き
」

の

た

め

に

行
わ
れ

る

と

主
張
さ

れ
る

・

こ

れ

は
・

イ
マ

去
廟
参
詣
を
メ

・

力

巡
礼
と

同

脚

じ
く

、

イ
マ

ー
ム

を

通
じ

た

神
と

の

対
峙
の

場
と

捉
え

る

発
想
で

あ
る

。

　

参
詣

者
は

故
郷
を

出
発
す
る

際
、

「

神
の

使
徒
の

息
子

（

イ
マ

ー

ム
）

の

も

と
へ

」

と

言
う

前
に

「

神
の

も

と

へ

」

と

意

思
表
明
す

　
カ　る

。

到

着
の

際
は

、

次
の

よ

う
に

宣
言
す
る

。

　
　

神
よ

、

私
を
清
め

た

ま

え
。

私
の

心
を

清
め

た

ま

え
。

私
の

心
を

開
き

た

ま

え
。

私
の

口

に

あ

な

た

を

称
え

る

言
葉

、

あ

な

た
へ

　
　

の

愛、

あ
な
た

の

賞
賛
の

言
葉
を
の

ぼ

ら
せ

た

ま

え
。

力
は

あ
な

た

に

お

い

て

し
か

あ
り
ま

せ

ん
。

私
は

知
っ

て

い

ま

す
。

私
の

　
　

信
仰
は

、

あ
な

た

の

命
令
に

従
う
も
の

で

あ

り
、

あ

な

た
の

被
造
物

全

体
に

対
す

る

証
言
の

言
葉
で

あ
る

預

言
者
の

言
葉
に

準
拠

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
ハ
む

　
　

す

る

も

の

で

あ
る

と
。

神
よ

、

私
に

執
り

成
し

と

光
を

下
さ
い

。

あ

な

た

は

全
て

可
能
な
お

方
。

　

廟
に

入

る

と
、

先
ず
神
の

唯
一

性
を

証
言
し
、

棺
に

近
づ

き
、

次
の

よ

う
に

言
う

。

　
　

神
よ
、

私
は

彼
ら

（

イ
マ

ー
ム
）

へ

の

愛
情
を

も
っ

て

あ

な

た

に

近

づ

き

ま

す
。

彼
ら

の

仲
間
を

我
が

仲
間
と

し
、

彼
ら

の

敵
を

　
　

我
が

敵
と

し
ま

す
。

彼
ら

に

よ
っ

て

私
に

現
世
と

来
世
で

の

糧
を

与
え

て

下
さ

い
。

彼
ら
に

よ
っ

て

現
世
と

来
世
の

悪
を

、

そ
し

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
ハ
おソ

　
　

て

復
活
の

日
の

恐
怖
を

私
か

ら

遠
ざ
け
て

下
さ

い
。

　

同
様
な

文

句
は

参
詣
に

お

け
る

祈
祷
中

多
数
存

在
す

る
。

そ

れ

ら

は
、

イ
マ

ー
ム

廟
に

お

い

て

参

詣
者
が

対
話
す

る

第
一

の

相
手

が
、

イ

マ

ー

ム

で

は

な

く

神
で

あ
る

こ

と

を

示
し

て

い

る
。

そ

し
て

、

イ

マ

ー
ム

廟
に

お

け

る

祈
檮
や

礼
拝
は

、

メ

ッ

カ
、

メ

デ
ィ

ナ

で

の

礼
拝
と

と

も
に

、

イ

ス

ラ

ー
ム

の

礼
拝
を

完
成
さ
せ

る

も
の

と

説
明
さ

れ
て

い

る
。

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
を

神
に

近
づ

く

手
段
と

捉
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え

る

こ

と
に

よ

り
、

他
派
か

ら

の

イ
マ

ー
ム

（

偶
像）

崇
拝
と

い

う

非

難
を

免
れ

、

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
を
メ

ッ

カ
へ

の

大
巡

礼
や
メ

デ

ィ

ナ
の

預
言
者
廟
参
詣
と

同
じ

範
疇
の

も
の

と

し

て

正

当
化
す

る
こ

と

が

可

能
と

な
る

。

第
二

に
、

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
を

、

純

粋
に

イ
マ

ー

ム

に

対
す

る

忠
誠
と

敬

愛
を

表
現
す

る

場
と

し

て

捉
え
、

自
ら
の

シ

ー

ア

派
信
仰

を
確
認
す
る

場
と

み

な

す

主
張
が

あ

る
。

参
詣
時
の

祈
檮
に

は

次
の

よ

う
な

信
仰

告
白
の

言
葉
が

多
数
み

ら

れ

る
。

　
　
あ

な
た

方
（

イ
マ

ー

ム
）

が

正

し
い

と

す

る

も

の

を

正
し

い

と

し
、

あ
な
た

方
が

間
違
い

と

す
る

も

の

を

間
違
い

と

し
、

あ
な

た

　
　
方
に

従
い

ま

す
。

あ

な
た

方
の

権

利
を

認

め

ま

す
。

あ
な

た

方
の

美
徳
を
確

信
し

、

あ
な

た

方
の

知
識
に

依
拠
し

、

あ

な
た

方
の

　
　
庇

護
の

も
と

に

留
ま

り、

あ

な

た

方
を

認
め

、

あ
な

た

方
の

も
と

に

あ

る

も

の

を

信
じ

、

あ
な

た

方
の

帰

還
は

あ

る

と

考
え

、

あ

　
　
な

た
方
の

命
（
マ

フ

デ
ィ

ー
）

を

待
望
し

、

あ
な
た

方
の

国
を

待
ち

わ

び
、

あ

な
た

方
の

主

張
を

支
持
し
、

あ

な
た

方
の

命
に

従

　
　
い

行
動
し
、

あ
な

た

方
の

も
と

に

庇
護
を

求
め

、

あ
な
た

方
を

訪
れ
、

あ
な

た

方
に

助
け
を

求
め

、

あ

な

た
方
の

傍
に

お

り
、

あ

　
　
な

た

方

を

通
じ

て
、

偉
大
に

し

て

尊
高
な

る

神
に

執
り
成
し

を

求
め
、

あ
な

た

方
を

通
し
て

神
に

近
づ

き
、

自
分
の

あ
ら

ゆ

る

望

　
　
み

や

要

求
や

願
い

よ

り
も
あ
な

た

方
を

優
先
し

ま

す
。

あ

な

た

方
の

秘

密
に

し
た

も

の
、

公
に

し

た

も

の
、

顕
現
さ

れ
た

お

方
、

　
　
お

隠
れ

の

お

方、

最

初
の

お

方
か

ら

最
後
の

お

方
ま

で

を

信
じ

、

全
て

を
あ

な
た

方
に

委
ね

ま

す
。

あ
な

た

方
と

共
に

ム

ス

リ
ム

　
　
と

な

り

ま

す
。

私
の

心
は

あ
な

た

方
を

信
じ
、

私
は

あ
な

た

方

を

支
持
す
る

意
見
を

も

ち

ま

す
。

あ
な

た

方
を

助
け

る

準
備
は

整

　
　

っ

て
お

り

ま

す
。

至

高
な

る

神
が

あ

な

た

方
に

よ
っ

て

そ

の

信
仰
を
蘇
ら

せ
、

神
の

日

に

あ

な

た

方
を

取
り

戻
し

、

公
正
さ

故
に

　
　
あ

な
た

方
を

勝

利
さ

せ
、

地

上

を

あ

な

た

方
に

支
配
さ
せ

る

時

ま

で
。

私
は

あ
な

た

方
と

と

も
に

お

り
ま

す
。

け

し
て

あ
な

た

方

　
　
の

敵
と

と

も
に

い

る

こ

と

は

あ

り

ま
せ

ん
。

私
は

あ
な
た

方
を

信
じ
て

お

り

ま

す
。

最
初
の

お

方
が

信
じ

た
こ

と

に

基
づ

き
、

私

　
　
も

最
後
の

お

方
を

信
じ

ま

す
。

…

…

神
よ

、

生
き
て

い

る

限
り

、

私
に

イ
マ

ー

ム

た

ち
へ

の

忠
誠
と

愛
と

信
仰

を
確
実
な

も

の

に
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し

て

下
さ

い
。

私
を

あ

な

た

方
に

服

従
さ

せ

て

下
さ

い
。

あ
な

た

方
の

執
り

成
し

を

与
え

て

く
だ
さ
い

。

神
へ

と

召
喚
さ

れ

る

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
 

　

　
際、

私
を
あ
な
た

方
に

付
き

従
う
最
上

の

仲
間
と

し

て

く

だ

さ
い

。

あ

な

た

方
の

跡
を
た
ど

り、

あ
な
た

方

の

道
を

進
み

、

あ
な

　

　
た

方
の

導
き
に

従
う

者
と

し
て

下
さ

い
・

そ

し

て
・

あ
な

た

方
の

仲
間
と

し

て

集
め

ら
れ

る

者
に

し

て

下
さ

い
・

あ

な
た

方
の

帰

燗

　

　
還
に

お

い

て

帰
っ

て

く

る

者
に

し

て

下
さ

い
。

あ
な

た

方
の

国
で

支
配
さ

れ

る

者
に

し

て

下
さ
い

。

あ
な

た

方
の

繁
栄
を

享
受
す

　

　
る

者
に

し

て

下
さ
い

。

あ

な

た

方
の

時
に

い

ら

れ

る

よ

う

に

し

て

下
さ

い
。

明
日、

あ

な

た

方
を

見
ま

え
る

喜
び

を

持
つ

者
と

し

　

　
　

　

　　
おロ

　

　
て

下
さ

い
。

　

十
二

代
イ
マ

ー
ム

の

大
ガ

イ
バ

（
西
暦
九
四
一

年）

以
降

、

同
派
の

信
者
は

、

信
仰
の

支
柱
で

あ
る

イ
マ

ー

ム

に

直

接
的

、

感

覚
的
に

依
拠
す

る
こ

と

が

で

き
な

く
な
っ

た
。

イ
マ

ー
ム

廟
は
、

イ
マ

ー

ム

の

実
体
を

感

覚
的
に

確
認
で

き

る

唯
一

の

場
で

あ

り、

自
ら

の

信

条
を

直
接
語
り

か

け

る
こ

と

の

で
き

る

最
高
の

信
仰
告
白
の

場
と

し

て

捉
え

ら

れ

て
い

る
。

そ
こ

は
、

イ
マ

ー
ム

に

神
へ

の

執
り

成
し

を

願
う
場
で

あ

る

と

同
時
に

、

神
ヘ

イ
マ

ー
ム

の

仲
間
と

な
る

こ

と

を
願
う

場

と

も

さ

れ

て
い

る
。

お

わ
り

に

　

同
派
の

廟
参
詣
理

論
に

は
、

上

記
の

よ

う

な

特
徴
的
主

張
と

参
詣
目
的
が

示

さ

れ
て

い

る
。

こ

れ

ら

は
、

廟
参
詣
を

行
う
一

般
信
者

の

行
為
を

教
義
面
か

ら

正

当
化

、

補
完
す

る

も

の

と

捉
え

ら

れ

る
。

　

シ

ー

ア

派

思

想
に

は
、

信
仰

信
条
に

関
す

る

こ

と

が

ら

の

起
源
を

、

ム

ハ

ン

マ

ド

を

含
め
た
そ

れ

以
前
の

預
言
者
た
ち

に

求
め

る

傾

向
が

あ
る

。

こ

れ

は
、

イ
マ

ー
ム

の

思
想
や

行
動
に

正

統
性
を

与
え

よ

う
と

す

る

試
み

で

あ

り、

イ
マ

ー
ム

を

過
去
の

預
言

者
を

含
め

た
ム

ハ

ン

マ

ド

と

同
じ

「

神
の

証
し

」

と

い

う

範
疇
で

捉
え
る
、

同
派
の

イ
マ

ー
ム

論
を

前
提
と

し

た

発
想
で

あ

る
。

こ

の

手
法

が
、
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参

詣
地

を

普
遍
的
な

聖
地
と

捉
え
る

主
張
に
も

用
い

ら

れ

て

い

る
。

　

ま
た
、

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
を

包

括
的
な

も
の

と

捉
え
る

主
張
は

、

同
派
の

信
仰
の

形
で

あ
る

「

イ
マ

ー
ム
一

人
に

対
す

る

信
仰
は

、

イ
マ

ー

ム

全
員
に

対
す
る

信
仰
を

包
括
す

る
。

イ
マ

ー
ム

に

対
す

る

信
仰
は

預

言
者
に

対
す
る

信
仰
を

包
括
す

る
。

預
言
者
に

対

す

る

信
仰
は

神
へ

の

信

仰
を
包
括
す
る
」

と

い

う
考
え
方
を
、

廟
参

詣
に

忠
実
に

反
映
さ
せ

た

も

の

と

い

え

る
。

さ

ら
に
、

廟
参
詣
に

お

け

る

嘆
き

と

呪

詛

は
、

同
派
の

「

（

イ
マ

ー

ム

へ

の
）

忠
誠
と

（

反
イ
マ

ー

ム

派
か

ら

の
）

離

別
」

の

信

条
の

具

体
的

実
践
に

他
な

ら

な

い
。

　

具
体

的
な

現
世
利
益
追
求
の

た

め

の

参

詣、

直
接
の

イ
マ

ー
ム

崇

拝
と
い

う
批

判
を

避
け

る

た
め

に
、

廟
参

詣
の

目
的
に

関
し
て

も

よ

り
高
尚
な

神
学
的
目

的
が

設
定
さ

れ、

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
が

神
へ

の

も
の

で

あ

り
、

同
派
の

信
仰
信
条
に

忠

実
な

も

の

で

あ

る
こ

と

が

示
さ

れ
て

い

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ヨ

　

同
派
の

信
者
に

と

り

イ
マ

ー
ム

は
、

「

神
の

証
し

」

と

し

て

神
に

最
も

近
い

場

所
を

占
め

る

存
在
で

あ

り
、

信
者
に

と
っ

て

は
、

集

い

来
る

門
で

あ
り
、

神
と

神
の

水
場
へ

至

る

た

め

の

最
も

確
実
な

道
で

あ

る
。

信
者
は
、

こ

の

イ
マ

ー

ム

に

対

す
る

忠

誠
と

服

従
を
通

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ひぽ

じ

て

の

み

イ
ス

ラ

ー
ム

の

信
仰
を
完
成
さ

せ

る
こ

と

が

で

き
、

神
か

ら

の

恩
寵
に

満
た

さ

れ

る
。

逆
に
、

イ
マ

ー
ム

へ

依
拠
す

る

こ

と

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
お　

な

く
し

て

信
仰
が

完
成
す

る
こ

と

は
な

く
、

そ

の

よ

う

な

イ
ス

ラ

ー

ム

は

不

完
全
な
も
の

と

捉
え

ら
れ

て

い

る
。

従
っ

て
、

完
全
な

信

仰
を

実
現
す

る
に

は
、

イ
マ

ー

ム

の

生

死
や

顕
現、

お

隠
れ

等
の

存
在

状
態
と

は

無

関
係
に

、

常
に

イ
マ

ー
ム

に

対
し

て

忠
誠
を

誓

い
、

彼
ら

に

依
拠
す
る
こ

と

が

必
要
と

考
え

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

こ

の

意
味
で
、

イ
マ

ー
ム

（

あ
る
い

は

イ

マ

ー

ム

の

居
る

場
所
）

は
、

イ
マ

ー

ム

の

死
亡
後
も

信
者
の

行
く
べ

き

最
も

高
貴
な

る

訪
問
先、

目
的
地
と

な
る

。

イ
マ

ー
ム

廟
参
詣
は
、

信
者
に

対
し

常
に

要

求
さ

れ
る

「

イ
マ

ー
ム

に

対
す

る

依
拠
」

を

果
た

す

行
為

の

ひ

と

つ

と

し

て
、

同
派
の

信
仰
上

必
要

不
可

欠
な

も

の

で

あ

る
。
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イ
マ

ー
ム

へ

の

忠
誠
心
を
直
接
の

接
触
や

交
流
に

よ

っ

て

示
す
こ

と
が

不
可
能
と

な
っ

た
ガ

イ
バ

以
後
の

時
代
に

お

い

て

も
、

イ
マ

ー
ム

性
の

信
仰
は

修
正

さ

れ

て

い

な
い

。

そ
の

た

め
、

イ
マ

ー
ム

廟
は

、

現
実
空
間
に

お

け

る

イ
マ

ー
ム

と

の

唯
一

の

対
峙
の

場
と
し

て
、

重

要
な

役
割
を

担
っ

て

い

る

と
い

え

る
。

現
実
生
活
に

お

け

る

行
動

規
範

、

法
規
定
な

ど
に

関
し

て

は
、

イ
マ

ー
ム

の

代
理

人
と

し
て

の

法
学
者
に

依
拠
す
る

態

勢
が

整

え

ら

れ

る
が
、

法
学
者
が

負
い

切
れ

な
い

役
割
（

信
仰
の

吐

露、

懺
悔
の

受
け

入

れ

等）

を

担

う
の

が

イ
マ

ー

ム

廟
参
詣
で

あ

る

と

い

え

る
。

そ
の

よ

う
な

場
所
を

求
め

る
の

は

信

者
の

自
然
な

行
動
で

あ
り、

そ

の

よ

う

な

行
動

を

「

知
識
者
」

側
が

正

当
化、

理

論
化
し

、

信
仰
の

体
系
に

取
り

込
む
こ

と

で

同
派
独
自
の

廟
参
詣
は

成
立

し

て

い

る
。
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注
（
1

）

　
シ

ー

ア
派
の

ズ

ィ

ヤ

ー
ラ

（
訪
問
〉

に

は、

イ

マ

ー

ム

廟
参
詣
以

外
に

も

イ

マ

ー

ム

・

ザ
ー

デ

と

い

わ

れ

る

イ
マ

ー

ム

近
親
者、

縁
者
の

墓
参
や、

　

　
一

般
信
者
の

墓

参
も
含
ま

れ
る。

ま

た、

よ

り

広

義
に

は、

死

者
以

外
の

人
物
の

も

と

を

来
訪
す
る

こ

と

も
含
ま
れ
て

い

る
。

本
論
で

は

ズ
ィ

ヤ

ー

ラ

　

　
の

意
味
を
イ

マ

ー
ム

廟
参
詣
に

限
定
し
て

い

る
。

（
2

）

　
マ

シ

ャ

ド

は

現
在
の

イ
ラ

ン
・

イ

ス

ラ

ー

ム

共

和
国
の

首

都
テ

ヘ

ラ

ン

の

東
方
約
八

五

〇
キ
ロ

に

位
置
す
る

ホ

ラ

ー

サ
ー

ン

地
方
の

都
市

。

西
暦
八

　

　
一

八

年
に

死
亡
し

た

と

さ

れ
る

同
派
の

八

代
イ
マ

ー

ム
、

リ
ダ
ー

》
σ
q

帥一

出
霧
四

P
．

〉一圃

巴−
匹
量
の

埋

葬
地
と
し

て、

西
暦
九
世
紀
末
に

は

同
派
の

　

　
重

要
な

参
詣
地
と

な

っ

て

い

る
。

サ

フ

ァ

ヴ
ィ

ー

朝
時
代
以
降
は、

イ

ラ

ク

に

あ

る

イ

マ

ー

ム

廟
へ

の

参
詣
が

オ
ス

マ

ン

朝
の

影
響
下
で

困
難
と

な
っ

　

　
た

た

め、

マ

シ

ャ

ド

巡
礼
が

積
趣
的
に

奨
励
さ

れ

る

こ

と

と

な
り、

現
在
も
イ

ラ

ン

人

の

間
で

の

マ

シ

ャ

ド

の

人
気
は

不

動
で

あ
る

。

〔
3
）
　
ハ

ー

ル

ー

ン
・

ラ

シ

ー

ド

は

ア

ッ

バ

ー

ス

朝
七

代
カ

リ

フ
、

マ

ア

ム

ー

ン

巴・
ζ
軌
ヨ

雪
げ一・

≧
断
7

（
α゚

°。

ω

゜。）

の

父
で

あ
る

。

同
派
で

は
、

マ

ア

ム

　

　
ー

ン

が
、

八

代
イ
マ

ー
ム

を
後
継
者
に

任
命
し

た

後、

心
変
わ
り

し、

彼
を
殺
害
し

た

と

考
え

る
。

八

代
イ
マ

ー
ム

の

殺

害
に

関
す
る

同
派
の

伝
承
に

　

　
つ

い

て

は、
一

σ

コ

ゆ
馴

σ
p
奄

3
互
．

［

◎
笥

毳

詠
ぎ
ミ

ミー
謁

蔵
氤

（
ゆ
四

冤

旨
戸

7
冒
げ
。゚

沼
ω

簿

巴

嗇．
冨

旨

≡ー
ヨ

鉾
げ
口

 
f

＜
〇
一゜
NHO

°。

鼻）

も
写

雪
一

ゐ
謬

等
参

　

　
照

。

（
4

）

N

善
鑓

国
”

包
巴

臣
穹｛、

§
§
§
げ

厨
膏

ミ

（
い

8
α
op

囚
Φ
αq

畧

舘
仁

二
三
臼
口

匿
8
巴讐

60
。。）

も
℃

」
ON

山

蜀

〔
5
）
　
廟
参

詣
は

、

イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
全
般
に

み

ら

れ
る

伝
統
で

あ．
り

シ

ー

ア

派
に

限
定
さ

れ

た

も

の

で

は

な

い
。

ス

ン

ナ
派
に

お

け

る

聖
者
廟
参
詣
や、
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十ニ イ マ ー
ム

・
シ
ーア 廟 参 詣 の 理 論的側 而

　
　
メ

ッ

カ

大
巡

礼
に

お

い

て

伝
統
的
に

行
わ

れ

て

き

た
ム

ハ

ン

マ

ド

の

廟
参．
詣
も

形
式
上

は

同
じ

参
詣

に

あ

た

る
。

（
6）
　
廟
参
詣
に

ま

つ

わ

る

文
化

人
類
学
的

研
究
の

概
説
に

関
し

て

は、

鷹

木
恵

子
『

北
ア

フ

リ

カ

の

イ

ス

ラ

ー

ム

聖

者
信
仰
』

刀

水

書
房、

二

〇
〇
〇

　
　
年、

五

−

三

二

頁
参

照
。

（
7）
　
イ
ブ
ン
・

タ
イ

ミ

ー

ヤ

に

よ

る

廟
参
詣

批
判
に

つ

い

て

は
、

O
耳
韓
o

喜
費
ω．

→

鐸冖（〕
「

k
鳶

、

ミ

ミ
竄

ミ
骨

へ
丶

蕁
Q

ミ
測

ミ

§
窃

（

H

・

Φ

置

雪一

中一
ゴ‘

　
　
｝

＄
ε−
℃

℃°
H

爰
亠
濠’

（
8）
　
こ

の

立
場
の

見
解
に

つ

い

て

は、

奪
ミ゚

も
℃

」

雷
−

b 。

霆

（
9）
　
タ

イ
ラ

ー

は、

墓

参
行
為
そ

の

も

の

の

正

当

性
は

認
め

ら

れ

て

い

た

も
の

の
、

墓
参
に

際
し

て

の

過
剰
な
行

為
や
感

情
表
現
（
墓

石
へ

の

接
吻
な

　
　
ど
）

に

対
す
る

危
惧

が

法
学
者
や

知
識
人

の

問
に

あ
っ

た
と

指
摘
し

て

い

る。

き
ミ
；

℃°
b。

一

一゜

（
10）
　
「

イ

マ

ー

ム

廟
参
詣
の

際
の

特
別
な
祈
り

の

言

葉
」

を

示
す

語
は、

参

詣
を

示
す
N

ぞ
彎

筈
と

同
じ

で

あ
る
。

（
11）
　【
σ
⇒

£
O
冨

≦
鋤

旨曹

昏
§
ミ

ミー
軸箇
）

§
ミ
（
巴−
Z
四

首
h

巴−
竃
黒
σ

聾．
聾
巴
シ
ど
ぴ
鋤

屋
評
節
，

巴・
ζ
口
「

賦
α
餌

芝矧
甲 ・
餌

買
一
む。

搴
〉°
寓゚
）°

十
ニ

イ
マ

ー
ム

の

ガ

　
　
イ
バ

（
窓
ミ
。。

置）

以

後、

最
も

早
く
編
纂
さ

れ

た

参
詣
に

関
す

る

書
。

当
時
の
一

般

的
手
法
で

あ
っ

た

伝
承

集
形
式
で、

預
言

者
と

諸
イ

マ

ー

ム

の

　
　
発
言
と

い

う

形
式
で

参
詣
に

関
す

る

伝
承

が

収
録
さ
れ
た
も

の

で

あ
る

。

（
12）
　
イ
ブ

ン
・

バ

ー
バ

ワ

イ

ヒ

は、

ク

⊥
フ

ワ

イ

ヒ

と
同
時
代
の

代
表
的
伝
承
学
者

。

参
詣
に

関
す
る

伝
承
を

数
多
く

伝
え

て

い

る
。

特
に

八

代
イ
マ

ー

　
　
ム
、

リ
ダ

ー

の

伝
記

的
伝
承
集
で

あ
る

同
書
で

は
、

リ

ダ
ー
（
レ

ザ

↓

廟
（
現
在
の

イ
ラ

ン

の

マ

シ

ャ

ド）

へ

の

廟
参
詣
に

つ

い

て

数
多
く
の

伝
承

　
　
を

引
用
し
、

そ
こ

へ

の

ズ
ィ

ヤ

ー

ラ

を

積
極
的
に

奨
励
し
た

こ

と

で

知
ら

れ
て

い

る
。

（
13）
　
置

穹
ノ

』

ミ
ミ
固

的
鳶

亀
ミ唐
炳

ミ
§
（，
一 、一
ゲ
「

鋤
コ

　
一

「

昌凶
ψ

，
鋤
「

鋤
酢

厂一
け

帥

げ
〔

7剛
　
一

ω

『

O

＞
一
亠

．　
　
　
　
　

　
　
　
　閲
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　〕
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　■
　
　
　．
）圏

同
書
は

イ

ブ

ン
・

バ

ー
バ

ワ

イ

ヒ

が
コ

ム

に

お

い

て

行
っ

た

　
　
講
義
を
凵
付
ご
と

の

章
立
て

で

記
録
し

た

も
の

で

あ
る。

同
書
は

フ

サ

イ
ン

の

殉
教
に

つ

い

て

の

経
緯
を
詳
細
に

述
べ

追
悼
行
事
を

奨
励
し

た

最
初
期

　
　
の

文
書
と

し

て

有
名
で

あ
る。

（
14）
　

ぎ
コ

寓

警
助

羹
餌

旨゚

圃
爵

蹇せ
き
へ
N

 

概
ミ卍
ミ

黛
さ−．
心

蕁

ミー
黛．
ミ

ミ
（

ρ
口

β
7
蠧
鑒
ゴ
感
冖

国一−

霍
伝
」
ω

鞏

〉°
＝’）
．

（
15）

巴・
Q。

ざ
旨
げ

巴

自

魯
負

映〜．

蕁
ミー
ミ

ミ

ミ
、

（

鵠

3・
a
δ”

冒
「

寧
三

鼠
σ

”

＝

旨
ヨ圃

』．
伍

）゚．

（
16）
　
〜

冒
冨
ヨ
ヨ

巴
ゆ
倒

9
「

ζ
鈔〕
＝
ω剛．

軸

ミ

ミ

ミ
§
竃

ミ
（
切
餌
い・
螽
冖

」
〕

贄

昔
》

喚

巴・
ε
層

頭

9
巴−．
隅

莚
σ
尸

く
o
冖

 

刈゜

お
£）°

（
17）
　
同
派
の

法

学
伝
承

集
で

は
、

イ

マ

ー

ム

廟
参
詣
に

関
す
る
項
目
が

ハ

ッ

ジ
に

つ

い

て

の
草

内
に

組
み

込
ま

れ
て

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら

も
、

当
時
既

　
　
に

派
内
で

イ

マ

ー
ム

廟
参

詣
が

信
仰

行
為
と

し

て

定

着
し

て

い

た
こ

と

が

う

か

が

え

る
。

後

代
の

廟
参
詣
に

関
す
る

著
作
は、

廟
参
詣
に

お

け

る

作

　
　
法、

儀
礼
に

関
す

る

も

の

で

あ
れ

、

廟
参
詣
の

正

当
性
を
議
論
す
る

も
の

で

あ
れ、

ズ

ィ

ヤ

ー

ラ

と

称
さ
れ

る
祈
祷
文
句
に

つ

い

て

で

あ
れ
、

論
拠

、

　
　
典
拠
と

し

て

こ

れ

ら

最
初
期
の

伝
承
に

依
拠
す
る

場
合
が
多
い

。

肆一・
内

三

錯
鼻

寒
蕊．

ミ・
冲

膏
（
ロロ
四

甲 ・
「

o
戸

U
胃

巴−
餌
O

≦

興

く

o一．
屮

P
自゚
）

」
σ
D
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しd
畧
聖
毒
菩℃

ミ
窟

§

ミ

黛

魯
§
さ
匙
〜

誉
心

罫
（
月

ぎ
感
PO

胃

巴
涛
二

巳
σ

口

＝
ω

団

ヨ鬥
冨
劉

巳
 

O

＞．
＝9）
’

（
18
）
　

代
表
的
な
参
詣
書
で

あ
る

イ

ブ

ン
・

ク

ー

ラ

ワ

イ

ヒ

の

『

完
璧
な
ズ

ィ

ヤ

ー

ラ
』

で

は
、

三

代
イ

マ

ー
ム、

フ

サ

イ
ン

に

関
す
る

記
述
が
一

〇
八

項

　

　
中
七

三

項
を
占
め

て

い

る
。

（
19
）
　
H9

切
画
ぴ
”

≦

避
戸
．

S
§

幕
§
ミ

ミー
匍

鷽
画

＜

9°
N

も
』
OP

りnT

鋤
団

写
巴・
竃
忌剛
9

魯゚

ミ’
も
O°
ω

刈

−

お

他
多
数。

フ

サ

イ

ン

廟
参
詣
は、

実

行

　

　
す
れ

ば
延

命
が

約
束
さ
れ

、

参
詣
を
怠
る

と

寿
命
が

縮
ま

る

と

さ

え

言
わ

れ
る

。

き
ミ．曽
OP

畠
−

鹿’

（
20
）
　
国

σ
コ

ρ
巳
僧

≦
m

旨層

魯．

ミ．
も゚
ω

OO

°
ω
ゴ
鋤

団
腎

7

巴゜
寓
二

誹
ρ

愚’

ミ．
も
」
 

宀

巴・
三
四

U

＝
ω圃一

魯．

ミ゚

も゚

＝
α「

尚
、

マ

シ

ャ

ド
（
イ

ラ

ン
）

の

八

代

　

　
イ

マ

ー

ム
、

リ
ダ
i
廟
（
レ

ザ

ー

廟
）

に

関
し

て

も

個
別
の

伝
承
や

記
述
が

多
い

が、

こ

れ

は

八
代
イ
マ

ー

ム

の

廟
参
詣
を

意
識
的
に

奨
励
す
る

体
制

　

　
側
の

思
惑
が

絡
ん

だ

結
果
と

い

え

る
。

ブ

ワ

イ

フ

朝
ワ

ズ
ィ

ー

ル
、

サ

ー

ヒ

ブ
・

イ

ブ

ン
・

ア

ッ

バ

ー
ド

【

ω

ヨ
倒、
昌

σ゚

巴−、
〉
σ
σ
鋤

ω

σ．
．

〉
げ
げ
餌

α

（

α．

　

　
ω

゜ 。

ω

＼

 

O
ω）

の

依
頼
に

よ

り

編
纂
さ

れ
た
リ
ダ
ー

に

関
す
る

伝
記
的
伝
承
集
や、

サ

フ

ァ

ヴ
ィ

ー

朝
期
の

有

力
法
学
者、

ム

ハ

ン

マ

ド
・

バ

ー

キ

ル

・

　

　
マ

ジ
ュ

リ

ス

ィ

ー

に

よ
る

主
張
な

ど

に

そ

の

傾
向
が

顕
著
で

あ

る
。

し

か

し、

八

代
イ
マ

ー

ム

の

廟
参
詣
に

関
し

て

も
、

そ

の

内
容
は

三

代
イ
マ

ー

ム

　

　
廟
参
詣
か

ら
の

踏
襲
で

あ
る

こ

と

に

相
違
な

い
。

（
21
）
　
ア

リ

ー

の

場

合、

廟
の

あ
る
ナ

ジ

ャ

フ

を

含
め
、

実
際
に

彼
が

指
導
の

拠
点
と

し

て

い

た

ク

ー

フ

ァ

を
参．
詣
地
と

す

る
の

が

通
常
で

あ

る
。

（
22
）

H

σ
コ

O
巳
”

≦

錯
戸

魯

ミ゚

も
℃

』
ゆ．
ω

PQD

冨
団

蚕
巴−］
≦

三鬥
ρ

魯゚

職
、

」

℃
O

」
Q 。

亠
P

（
23
）
　
廟
参

詣
の

文

献
に

は

必
ず

預
言
者
廟
参
詣
に

つ

い

て

の

項
目
が

設
け

ら

れ

て

い

る
。

（
24
）
　
ぎ
⇒

ρ

已
p
耄

薯
厂

愚．

ミ
ご

℃°
N
 
゜。9
むQ
げ

錯
匿

ゴ

巴−］
≦

鼠
己−

魯鹽

ミ
‘

や
ω

仁

」
σ
づ

oコ
鋤

げ
餌

ヌ・
p。

団

戸

憲
黛

ミ

專

ミ
瓷、
ミ
ミ¶

ロ゚

O

宀

（
25
）
　
こ
Φ

∋響

誤

ミ

ミ
Nー
ロ
で゚

一

ま
∴
ω

刈゜

（
26V

ぎ
コ

O
口

冨
≦

契
厂

§

ミ．

も
P
一

一

H

亠
じ・

O．

同

様
に
、

八
代
イ
マ

ー
ム

の

ト

ゥ

ー

ス

に

お

け

る

殉
教
も、

預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド

ま

で

溯

る

約
束
事
と

　

　
し
て

「

神
の

証
し

」

の

間
で

は

周
知
の

こ

と

で

あ
っ

た

と

い

わ

れ

て

い

る
。

守
口

じu
馴
σ
帥

芝
餌

旨冨

愚’

ミ【

も．
9
磨

（
27
）
　
圃

σ

コ

O
巳
鋤

蕚
餌
《

F

愚゚

ミ
‘

℃

」
謬’
ω

ぴ
9
＜

ド

7

巴−
冨
鼠固
鼻

§°

鼠味
；

℃

』
P

（
28
）

　
八

代
イ

マ

ー

ム、

リ

ダ

ー

の

殉
教

地
で

あ
る

ト
ゥ

ー

ス

も、

天
た

ち

の

頻

繁
の

訪

問
に

よ

り

天
国
の
一

部
と

み

な
さ

れ

て

い

る
。

H

σ
ロ

　
しu
鋤

σ

卑

　

≦
四
団

戸

．

＄
黜
謡

寒
蕁
賢

ミ

肉暁
熹℃
＜
o
鬥

N”
ゼ

』
Q 。

9

置
Φ

日℃

寒
§

ミ
尊

黛
ト
窺．
§

ミ、

暑゚
Q。

『

−

。。

。。°

巴・
ζ
巴一｛
ω

尸

愚゚

職
計
O

］
一

 ゜

（
29
）
　
守
づ

O
巴
鋤

≦
⇔

団

買

愚’

職
咋

」

唱
b

』

Ψ
ω

P
ω

『
餌

｝

舜
ゴ

巴
亠

≦

鼠

昼
R

ぢ

鳥
墜”
℃°
卜。

 ゜

（
30
）
　
ヨ
づ

O
已
p
毫

選
戸

§°

ミ
‘

ロ鹽
ω

ゆ゜
QD
プ
p
く
ア

げ

巴

シ
宀

自圃
負

魯’

竃
妹

；

℃．
ω

ω．

（
31
）
　
巴−］
≦
鉱

房剛層

魯’

織
、

4

”

」
○。．

（
32
）
　
 
げ
餌

賓
許

7

巴−］
≦

象圃
鼻

愚゚

職蛛゚
℃
℃°
 

 ’

226（442）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Religious 　Studies

十 ニ イ マ ーム ・シ
ー

ア 廟参詣 の 理論的側面

（
33）

巴−
竃
四

言
。゚同−

§
黠．
〜°

も゚
°。

°。．

（
34）

G∩

冨
旨
7

巴−
ζ

魯
負

魯゚

職、°

も゚
刈

9

（
35）

奪
ミ

；

℃’
 

恥゜

（
36）

丶

ぴ

ミ9

も
」

＄°

（
37）
　
守
コ

Oq

冨
朝

塁
厂

愚゚

ミ゚

も゚

嵩
駆゜
H

σ

コ

】
踏
σ

聾
鐔
《

厂

諠
華
軸

ミ
9

℃．

舞

崑
ρ

oり

匿

旨
『

聾一−
ζ
ロ

⇒

鼻

匙゚

瓮．、°一

や

昭

他
。

（．
38）

ぎ
コ

O
旦
⇔

器
旨

魯

ミ
こ

ロ

］
ω

ピ

H

ぎ
ou
倒

げ

咢
錯
貫

罫
韆
衝
勢

ミ
為．
ミ
ミ

も
p
。。

。。

歯
り゜
。。

3
旨
ゴ

帥

；
日

魯
鼻

憙9

ミ゚
も゚
°。

Φ゜

（
39）
　
ア
ー

ダ
ム

は

楽
園
を

思
い

泣
き、

ヤ

ア

ク

ー

ブ
は

ユ

ー

ス

フ

を
思
い

泣
き、

ユ

ー

ス

フ

は

ヤ

ア

ク

ー

ブ．
を

思
い

泣
き、

フ

ァ

ー

テ

ィ

マ

は

神
の

使
徒

　

　

　

を

思
い

泣
い

た

と

伝
え

ら

れ

る
。

守
昌

Oσ
帥

げ
”

づ

 

旨．

愚゚

鳥

黛

℃
冒

」
＄

−

一

島゚

（
40）

奪
ミ゚

も
℃

」
自
亠
虧

N°

（
41）

蕁
ミ
‘

薯．
ヨ

ゐ
b 。°

（
42）

き
ミ’

も゚

＝
b。

］
ぎ
じu
鋤

匿
毛

塁
F
．

＄
§

寒
蓴
ミ、

ミー

ミ
無−
＜

。

萇
も
」
°c鹽

（
43）

も。
げ

翅
与

孚
ζ

魯
9

魯

ミ゚

も゚
刈

刈゜

（
44）

詈
コ

〇
三

睾、
餌

旨凾
へ
5
ミ
‘

暑
』
ヨ
ー

田
ρ

し。

丁

鐸、

匪
国

；
日

口
h

昼

爵

ミ．匂

薯
」
黯
−

匿
゜。鹽

（
45）

蕁
ミ．

も
P
ω

＝
ゐ
NP

（
46）

ぎ
コ

じロ
鋤

訂
≦
四

旨「

愈゚

ミ゚

も
℃°
卜。

漣
−

N
 

゜。°

（
47
）

G。
げ

塁

罫

寧
ζ

島
鼻

魯゚

竃
咋鹽

も゚

閉
 ゜

巴・
累
螢

葺
ω

尸

愚．

ミ’

も゚

＝
9

（
48
）

QD
ゴ

塁
尊
餌

7
ζ

昏
負

魯゚

亀、°

も゚

；
ド

〔
49
）

守
口

〇
三
四

≦

錯
厂

豊

ミ゚

も．
ω

O
虧゜

ヨ
昌

じd

習

雪
邸

旨−
．

＄
§

寒
蕁
ミ

ミー
葡
ミ
罫

く
。

記
も甲
・。

°。

 ゜
ω

冨
旨
げ

寧
7n
⊆

ゆ

負

魯

ミ゚

も
］
 

Q 。°

〔
50
）

丶
轡

ミ゚

も
』
 

』
；
亙
＝
ω

尸

愚，

ミ゚

も’
°。

刈゜

〔
51）

守
ロ

ロσ

咎
四

≦

翅
厂

魯

ミ．
も゚
・。

 

ピ

（
52）

丶
ぴ

ミ゚

も’
ω

OP

（
53）

丶
ぴ

ミ
ニ

P
し 。

O

ρ

（
54）

ミ
翫．

も
℃°
ω

O

〒
ω

O
卜。°

（
55）

ミ
職゜

も
℃°
ω

O
刈

−

9 。

O
°。°

（
56）

 

冨
旨
，

孚
ζ

昏
9

魯゚

織
、．

も゚
°。

P
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（
57）
　
き
ミ゚
”
で’
°。

 ゜

（
58）
　
H

ぴ
ロ

ρ

皀
9
≦

錯
貫

§°

ミ
‘

℃’
一

〇

ω゜
Qり

訂
い

爵
げ

巴−
竃
自
剛

伍呷
o

§

ミ
‘

薯
』
ω

−

罐゚

（
59）
　
イ
マ

ー

ム

廟
参．
詣
と

同
様、

同
派
の

民

衆
的
実
践
行
為
で

あ
る
イ
マ

ー

ム
、

フ

サ

イ

ン

追
悼
行
事
も、

民

衆
の

自
発
的

行
為
と

し
て

の

側
面
が

知
識

　
　
人
側
に

よ

る

正

当
化
の

理
論
に

よ

っ

て

補
完
さ

れ

て

い

る

事
例
と

し
て

挙
げ
ら
れ

る
。

ま
た
、

ス

ン

ナ

派
の

事
例
と

し
て

は

預
言
者
聖
誕
祭
な
ど

が

同

　
　
じ

よ

う
な

も

の

と

し

て

検
討
可
能
で

あ

る

と

思
わ

れ

る
。
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